

































































































小路実陰に和歌を、園基香に書を学び、連阿とも交流を持つなど、ひたすら文雅の素養の高さが強調される。冷泉為久の門に入ってからは信遍とも同門 よしみで点取和歌の成績を競うなどしたという。 隠居前の職務を推測させる手掛かりは、 「伊教となんいへりける」甥がいたという事実である。伊教なら、金座年寄の坂倉源次郎伊教のことで、信遍の門人にして信遍の言行を記録した『書紳遺言』の著者としてすでに言及し ことが （拙稿「成島信遍年譜稿（十八） 」 、 『広島大学大学院文学研究科論集』七八巻、二〇一八年一二月） 。金座関係者であれば、小判師坂倉九郎次以外には考えられない（西脇康氏校訂・補編『書信館出版貨幣叢書１
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将軍職を継承することに何となく不安を覚える向きも多かったらしい。もし隠居が事実として計画されているのであれば、隠し立てせず、きちんと公表すべきなのに、それが成されていない。下々に情報を敢えて流さないのは、 「享保の御掟」即ち吉宗の治世のあり方に悖る。信遍の批判を一言で纏めれば以上となる。 「としごろ御をしこめてわたらせ給へば、 かなるみ心にかわたらせ給はん。 」との言は、城中深く閉じ籠って近臣以外には心中を示そうとしない家重へ 不信・不満が幕臣た に深く浸透していたことの反映であろう。吉宗が名君であったからこそ、彼の退場と継承 内実が見えないことに幕臣たちが苛立つのも無理はなかった。　
御書物方との連絡役として信遍とは密接に公務上の関係を結んで


































































まず、 「今日道筑と申談、 左之通請取、 元番え相納之。 」として、 「史






















































































御書物方に指示を出した（八月三日条） 。 「昨日」つまり八月七日に直接渋谷和泉守から返却された「御系図」 「臣軌」の二点は肥前守からの指示とは関係ないことを御書物方ともども確認し、信遍から和泉守へ改めて受納の届を出すこととなったようである。　
同じ側衆でありながら、松平肥前守と渋谷和泉守との間 十分な

























































（ 「諸家譜」 ・ 「諸家系譜」 ・ 「略譜」 ）



















































































































 といへど、かへしはせでむせかへる、いとびんなし。こは ともかしこき御さ をといふにも、三そぢがほどけぢかうつかへ奉りしとのを、しばしがほどいさゝかのわたりもけうとききはに だゝり奉らんは、いかにとかおもふ しも るしなにはいともかしこし。された
わ（ママ）
かりわたらせおはしまして、はうい







































あるべきを誤ると見て施した。また、信遍が本丸で過ごした年月を自ら記すところ、 「三そぢあまり八とせがほど見なれし草木」 、 「おきなが身のむかし、三そぢあまり九とせのほど、このところに侍りて」と、互いに齟齬する記述も見出されて、正確さの点では疑問を差し挟む余地が残される。　
なお、 「御とのうつり」の「一巻」を見せ、 和歌の贈答を行った「兵
部少輔邦よりの朝臣」とは、大森兵部少輔邦頼を指す 「寛政重修諸家譜」巻六九八 記載に拠れば、邦頼は享保十七年十二月二十八日御小納戸、同十八年二月二十六日御小性 元文元年十二月十六日に従五位下兵部少輔叙任、寛延三年十月十八日に 定火消に転じ、宝暦七年二月朔日に四十五歳で没することとな 享保十八年以来小性を務めていたから、信遍とは奥で多くの接点を有したものと思われる。 「有徳院殿親筆の御画一枚」を所有していたともあ から、吉宗の信任を得ていたのだろう。 「御とのうつり」に籠められた信遍の思いを共有できる人物だからこそ、第一 読者に選ば 見ておきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　
（未完）
　〔補記〕




A Chronological Record of Narushima Nobuyuki’s Career (19)
Keiichi KUBOTA
In my previous paper, I had serially recorded Narushima Nobuyuki’s career from 1689 to 
1745. This paper presents a detailed account of the articles provided to him at the end of 1745.
In the summer of 1745, Nobuyuki composed a Shinpo-ou-iso-no-jo, a foreword to Sakakura 
Kurouji’s wake left by the deceased.
On July 7, it was officially announced that Tokugawa Yoshimune, the eighth shogun of the 
Tokugawa shogunate, would retire soon. On September 25, Yoshimune was transferred from Hon-
maru to Nishi-no-maru. During this time, Nobuyuki composed an Ari-no-susabi and an Otono-
utsuri, and infused them with sentiments.
In addition, he performed his usual responsibilities as a mediator between the dignitaries in 
Tokugawa Yoshimune’s shogunate and the librarians of Momijiyama Library.
